
「世界を舞台に活躍できる

名だたる大手企業の採用担当者が
引きも切らず訪れる大学が秋田県
にある。2004年に開学した、国際
教養大学（AIU）だ。独創的な教育
は大学関係者の間ではつとに有名
だが、就職状況が氷河期並みだっ
た今春、「就職率100%の大学jと多
くのマスコミに紹介され、一躍、全

国的に も注目される存在になった。
AIUの学生はなぜこれほどまでに
採用担当者を引きつけ るのか。
AIUのユニークな教育プログラム
と人材養成について、中嶋嶺雄学長
にうかがった。

(2010年8月インタビュー）

国際教養大学学長

中l嶋嶺雄氏
1936年長野県生まれ. 60年東京外国I！！大学外国

徳学郎（中歯科）率築後、65年東京大学国際学修士、

80年東京大学社会学僧士．東京外国路大学学長、

国立大学協会副会長、アジア太平洋大学受流機構図

際事務総長などを歴任し、2004年国際教護大学学

長に就任．著書はf現代中国首j f北京烈烈1 1国際関

係省jf「全球（グローパJレ）J教育制など100冊近く

に及ぶ．

要件を満たさなければ留学も卒業もない。
． 異文化体験を通して身に付けた、世界で活躍できる

タフさとコミュニケーション能力を企業 は評価

一一国際教養大学（AIU）は卒業生を社会に送り出してまだ3年

と日が浅いのですが、大企業の間では「AIUの学生の質は有力大

学を凌ぐJと評判です。 就職希望者は約100人と少数です
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が、就職活動が本格化する10月から翌年3月にかけては、日本を

代表する大手企業が連日のようにキャンパスを訪れ企業説明会

を聞くほど、AIUの学生の採用に熱心と聞きます。企業はどのよ

うな点を評価していると、学長はお考えですか。

If I嶋 本学は「世界を舞台に活躍できる人材の育成」を教学理念

に掲げ、グローパル社会が求める人材ニーズを満たす大学とし

世界を無体に活躍できる人材づくり」で就職率100％を実現　「HC-Lab Journal」Autumn」-2010.10.00



編集部から

秋田空港から車で走ること10分。書2

:.trとした杉木立の中に、「就聡率

100%Jで注目を浴びる国際教養大

学はありました。取材当日は夏休み

ということで学生の姿はまばらでし

たが、地域貢献活動の一環で�内か

ら招かれた高校生たちが、!Jl;filfによ

る模様授業を受けていました。模擬

とは言え、ネイティプスピーカーの

戸に耳を傾ける彼らの表情はJ'L剣

そのもの。昨今、海外留学を志す日

本入学生の減少が嘆かれています

が、こうした草の根的な図際交流

が、問題解決の第一歩になっていく

のではないでしょうか。
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ぬインタビュー 第6回 ．

人材づくり」で就職率100%を実現

て、「語学と国際教義Jに力を入れてきました。「すべてを英語で

学び、英。却で考え る授業」、「外同人留学生と共に暮らすl年HIJの

寮生活J、「世界トップ レベルの:J",'rn�大学への111'-JIJJのj毎外側学J

など、学生には他大学では経験できないようなチャレンジを求め

ています。海外傍学には一定単位の修得、GPA(Gradc Point 

Average：県和成主�·uwn1日平均点。欧米の大学で導入されている一

般的な成績評価値）が2.5以上、TOEFLで550点以上の喜忘れ－を満

たさなければならず、留学できなければ卒業もできない。卒業自

体も厳格な成絞管理で可否を判断しており、4110間で卒業できる

のは50%ほどです。学生たちのH燃は明確ですから、周辺にコン

ビニもスーパーもない、都会とはかけ離れた環境の中で、かつて

経験したことのないほど勉強と向き合ってくれています。！lfl学

以来のこうした努力が尖を結び、「AIUの学生は英語に棋能なだ

けでなく、典文化体験を通して世界で活躍できるタフさと的確に

受発信できるコミュニケーション能力を身に付けているJといっ

た評側が企業問でーも定まりつつあり、企業の急迷なグローパル化

とも相まって就職率100%を実現できているのだと思います。

一一今年度の内定状況はいかがですか。

中嶋 これまで3年！HJの就職笑絞はいずれも約100人の就職希望

者に対し、2007年度（08年春入社）が就職E干�100%、08年度はi人

が事前を抱え、就職しなかったため99%、そして就職氷河期と言

われた09年度もマスコミで話題になったように100%を笑税しま

した。 今年も例年より多くの大手企業に学内企業説明会（就職セ

（右）新入生にはネイティブスピーカー
による突！！！集中プログラム（EAP）が

篠せられる．

国際教養大学
地ita International University (AIU) 

ミナー）に来ていただいており、順調に進んでいます。年度内に

100%は笑現できそうです。

． 日本の大学は「知の鎖国化」の危機
国際通用性のある人材育成を

一一日本企業でも、英語を社内公用語とする企業が出てくるほ

ど、グローパJレ人材の確保・育成が待ったなしの課題となってい

ます。こうした潮流に対し、日本の大学は伝統的に圏内向けの雇

用市場に連動した教育が行われており、大学教育自体が世界と

かけ離れた進化を遂げてしまい、まさに「ガラパゴス化Jしたと

いう見方もあります。

qr嶋 我々が日本に存在しないグローパル・スタンダードの大学

を創ろうと羽Eli＆してきたのも、まさにこのままでは「知の鎖国」に

なるとの強い懸念があったからです。「円本人教員が日本入学生

に日本語で教えるj従来の大学教育を抜本的に改革しない｜浪り、

恐らく「知のお11剖化J、「ガラパゴス化Jから抜け出せない。 このま

までは日本は世界から1i'I:いてきぼりになり、厳しい｜五l際競争削除

ち 抜けなくなると思います。 企業活動では内外で外国人と按削！

したり交渉したりする機会が増えており、OJTでは｜尚に合わな

いから、すぐに役立つ人材を大学側で育てて送りIJJして欲しい

という声をよく聞きます。 こうした産業界等のニーズに応え

るために、大学は国外に一歩出れば通川しないような質の低い

教育を改め、困際通川性のある人材育成を急がなければならな

いと思っています。
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積極的に海外で機会を掴もうという学生もいる。

． 遇20時間の英語漬けで、

英語で考える「英語頭jをつくる

一－AIUの独創的な教育プログラムと人材育成についてもう少

し説明していただけますか。

q『的 在学中は すべての授業が英語で行われるため、新入生

には令貝、まず半年から111'- lllJの英語集q1プログラム・EAP

(English for Academic Purposes）が諜せられ. r ,;5す」「llflくJ

「説む」「書くjという基本的な英語力を徹底的に府いてもらっ

ています。クラスは15人前後と少人数ilJIJで、ネイテイプスビー

カーの教貝の指導のもとlコマ50 分の授業を週に18～20コマ

こなします。また授に民：れば外国人留学生とキ1:1部泌の共同生活

が待っており、学生にと ってはまさに��丹市けの勾；Uと言って

いいでしょう。04年IJH学当初、入学者のTOEFLの平均点は450

点くらいでしたが、今では510点とレベルが相当高くなっていま

す。授業では英語の運用能力を身に付けるだけでなく、英語

を過して批判的思考力、発信力を鍛えるようにしています。この

ため米国 の高等教行で使用されている社会学のテキストなど
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を英語の授業でも採用していますが、ほとんどの学生は入学後3

カ月松j立で国際問題等をデイスカッシヨンできるだゅの力を付

けています。2年次は英語での論理的思考ブJを鍛え る よL自主教育

で幅広い教養を学び、このl/IJ、自分がどの分U!J·で学びi：いのかを

見極めていき、3年次に専門課程として「グローパル・ビジネスlim

程」か「グローパJレ・スタデイズ課程Jを専攻、凶修し、さらに留学

で知識を深め、卒業するという流れです。 明

一一3年次後期から4年次前期に1年間留学するとな1ると、専門

課程を十分に深められないのではありませんか。 I 
"I的 問学中はまさに.Uf.J＂］課程を学ぶ期Ill］で、海外�提携大学

で履修する授業は原則、留学前にAIUで身に付けた基礎知識

を応mした中・上級レベルを選択し、30単位の履修を 目指しま

す。単位互換できる提携先大学は 本 学もそうですが、カリキュ

ラムに！玉l際コードが付いており、先方に行く前にどう吋う授業を

胤修できるかわかるようになっています。も｛（！手先は成紅iや

TOEFしの点数、専攻などを総合的に判断して決めτいます。

我々がl年間の海外留学を義務付けているのも、異文｜化体験を

通して培われる国際的視野とセンスを体得してもら う 狙いがあ

り、提携先はそれにふさわしい世界のトップクラスの大学を中

心に、この8月現在、31 tJl:!iJ・j也減、l11大学に上っていま す。留学

で育まれる多様な価値制や人間的成長が 卒業後の組路を決め

る原動力にもなっているようです。 I 

．キャンパス内に700人収容の学生寮とアパート
異文化ひしめく環境で理解を深める

一一教養教育の必須条件である少人数制も徹底していますね。

小陥 I i本人の学生数763人に対し、教員数は時任だけで50人、

うち半数が外国人です。授業は1クラス15人以下を法準とする

少人数制で、対話型中心の密度の濃い教育を行っ可います。

キャンパスには也－界から集まった多彩な経歴を持つ教授陣のほ

か150人ほどの留学生がいて、本当に国際色些かです。

キャンパス内には新入生が全只入寮する「こまち冒りがあり、7.5

丑の部出で留学生と生析を共にします。 ほかにも敷地内には



「グローパルピレッジ」と「ユニパーシティピレッジJと呼ぶ学生

アパートがあり、短期留学生や退寮した学生、教員が入居してい

ます。野・アパート合計で700人を収谷でき、811付近くの学生が

キャンパス｜人jで生活しており、典文化ひしめく環境の中で、互い

に理解を深めていきます。

一一最近は海外で学ぷ日本人留学生が激減しています。この

一方で、AIUはオール英語の授業や1年間外国人留学生と生活

を共にする寮生活、海外留学を義務付け、簡単に卒業できる”日

本基準”からかけ駿れた大学です。にもかかわらずAIU人気は

年々高まっていますね。

'l·�IJ すべての授業を英語で行い、寮生活と海外留学：の義務

化、徹底した少人数教育といった他大学では見られない教育プ

ログラムや数学理念に共感し、挑戦しようという若者が結構い

るということでしょう。海外はイヤという若者も附：かに増えて

いるのでしょうが、積極的に海外にIJ＼て機会を掴もうとする学

生もおり、二極化してきているのだと思います。

学校説明会を聞けば、会場に入りきれないほど高校生とご父兄

が集まってきてくれます。最近の「就職率100%」が評判を呼ん

でいる而もあるのでしょうが、志願者は北海道から刈I純まで全

間各地から、京大や京大、東京外大や1CU（国際基管教大学）、上

智、￥稲「Hなど雌l則校との併願も多くなっています。しかし、

我々としては偏差値大学にはしたくない。AIUにふさわしい生

徒かどうかを見纏めるAO入試の比重を地やすなど、対策を考え

るべき時期に来たと考えています。

．世界のリベラルアーツカレッジに
伍する大学へ

一一グロ－）＼）レ人材の確保－育成が喫緊の課題になっているの

に、こうした動きに日本の多くの大学は追い

ついていないのが現状です。 こうした中、こ

の4月、国際的に通用する教養教育の充実を

目指すAIU、ICU、APU（立命館アジア太平

洋大学）、早稲田大学（国際教養学部）の4大

学がグローパル化の先進的な4大学（G4)

として連携協定を結びました。このG4の提

ジャーナリスト／
（株）ディスコ
シ二アコンサルタント

思田敏夫

学長イ ンタビュー 第 6 @ .

携は何を目的にし、どのような事業を行う計画なのですか。

qr的 世界を見るとグローバル化の進展は高等教育の領域を巻

き込んで、「知iJの流動化と再編成の大競争が急ピッチで進んで

います。倣1·1’｜では大学問の交流が伊7発ですし、米国でもf米国の

す�.：手�－が安u

言討l教育に3『Eりl品しています。オーストラリアやシンガポール

は留学生の獲得を国家戦略として打ち出していますし、中国、韓

国、台湾、香港、マカオ等でも英語力の向上に真剣に取り組んで

います。いずれの国も世界を舞台に治蹄できる国l際通用性のあ

る人材を育成しようと真剣なわけです。我々4大学の提携の狙

いは、日本の大学は国際通用性を持ち得ているのか、中でも教養

教育．は国際水準を凌駕する中身と質保証のシステムを有してい

るのかという危機感から出発したもので、当而の事業として、相

互の国内留学や合同合宿などによる学生交流や教職員研修を

行っていく予定です。APUとは単位互換を前提に国内留学をす

でに始めており、他の提携大学との問でも笑施に移していきた

いと考えています。

一一最後にAIUの 次なる展開について教えてください 。

中嶋 円本では本格的なリベラルアーツ教育に取り組んでいる

大学が少ないのが現状ですが、米岡ではリベラルアーツの小規

絞大学が俊秀なまII性を育て、優れた人材をq，引一I＼しています。教

養教Ti'は大学：に不可欠なものになっていますし、外国語のコ

ミュニケーション能力を培う「国際教義」はますます重要度を増

しています。AIUも世界のリベラルアーツ・カレッジと競い合う

レベルにまで教育水準を高めていかなければならない。そのた

めにも、すでに提携している、米国・ヴァージニア州のウィリア

ム・アンド・メアリー・カレッジのような優れた大学との連携を増

やしていきたいですね。

…ニ. 1 967 年日本経淵聞社入社、 白玉�
電機、鉄鋼、エネルギー、商社など産業界を取材． 編m

委員等. 1984年B経B P社で日経ビジネス副編集長、

日経コミュニケーション編集長、臼経エレクトロニクス、

日経メカニカル、日経ベンチャー停の発行人を経て、

白経BP社常務取締役、日経BP企画社長．現在、日経

BP社参与・大学ジャーナリスト・ ｜ 
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－�量喜 一誌上座談会－

日本企業が外国人人材を
受け入れるために
未だ回復の兆しを見せない国内の新卒採用市場の1=1-1で、日本に留学する外国人学生たちへの採用意欲が高まりを

見せている。 新興国；需要への対策、あるいは グ、ローバル企業への転進など採用 目 的は様々だが、異なる言1話や価値

観を持つ彼 らを受け入れ、活用 していくことは決して簡単ではない。 外国人人材との関わりにおいてl:J'.iNな経験を

持つ4氏に、受け入れにあたってク リ アすべき諜題や必要な心構えについて、 存分に語り合っていただいた。

外ltil人人材の採川動向

司会 みなさん、 どうぞよろしくお腹｛いします。私は、外1-i<I人仰

学生に対する大学の就験支援や企業－の採川をお手伝いしており

ます。Hド1：：の終館あたりから急激な採川熱の高まりを！長じてい

まして、当社の企業l例代でも、今年度に外＇＂＂人留学生を採川しよ

うという企業は前年度尖績の約2併になっています。とはいえ、

8 llC・Lab. JOURNAL vol.G 

採J1J経験のない企業

がまだまだ多〈、:ti！当

者・からの問い合わせ

や相談が続いている

状況です。本LIはみな

さんの経験やご立比

をいろいろお聞きし

て、そういったプJ々に

右主主な情報をお1i1：け

できればと思います。

まずは、近況からお話・

E翠』育長ー�•1••-
0日揮株式会社人事部採用チーフ ， 

森田謙二氏 ｜ 
0ジャパンインターカルチユラルコンサルティ レグ日本代表

小野田美紗子氏 ！ 
0豊和繊維工業株式会社人事部長

高崎敏治氏
。株式会社パーテックスソフトウェア取司

ニティン・ダタール氏

0田口香織
（株式会社ディスコ国際教育推進課）

しいただけますでしょうか。

森田 私ともは断111国のエネルギープラントを建設オる会社で、

1980'.iF代から外国人の採mを行っています。私自身はずっと人

事部にいて、何度か現地駐在も経験しながら様々な凶絡の方を採

川してきました。近年本社では、新卒のl�lj程度が外l:Jillmです。海

外からの受注が年々増えていますので、 外国人、q�；にl:{X米の顧客

に対して｜司じ文化でコミュニケーションができる人材佳採るよう

経営から求められておりまして、思II役苦闘しているJ'1,(:rl Iです（笑）。

小野田 私は、外国人と日本人が働く際にどのように して文化的

ギャップをjfQり越え効半的に働いていくかというコ レ サルティ

ングを、主な業務としています。身近にもたくさんのIト1：�1人がお

られますが、 リーマン・ショyク以降、U本話を使えなり、つまり英

語だけでビジネスをしてきた方の多くが本国に制られてしまい

ました。今もl i本に残ってifi蹴している人の大半は、日本話がで

きて茶話ができる人だと思います。企業については、｜制内だけの

ビジネスに限界がきていて海外に進出するために外｜割人をJuiわ

なくてはいけない。そういったところがとてもmえて十るなと笑

！さしています。


